
間8 医師事との終末期の治■方暮‖二ついての＋分な結し合いと文書等の提供に対して・   

診■♯が支払われることが好ましいと考える理由   
直接的医舶ー為でなくて一腰療関係者√一時間を拘束することや、将来山方針決定の打と考え  

137  Jtlf語J附）支払い11手ナ用軋 ただし，だらだらと毎「＝ハ上うにわ・‾）なら支払は好ましくない   

に頼  医碩わ為の▲環であるから，でt，そんなに多くの金せ払うほどではないとノ【吾、う。   

惣首の病状の説軋医療1二の対処法ノナ法に／）いて話し合ったり、その結果をまとめて愚者およ  

】3リ  び家族に酬姓することI日射痩（医痍）の 郡として考えれるから。   

なぜ支払が登サ三されるのか理Ftけ車か（」ない。あくまでも旗択舷の1一〕であるのにそれがなぜ  
140  

有料となるのか‘′   
‖1  拍礫万針に関わろ話し合いであれ、企観相けしても治槻費を支払うことは、！i然と剛、ますし   

無料というのが愚者にと′．て番いいと一瞥うが、具体的な説明や文書にすることは時間もかか  

112  ると聞いま十ので、支払われて当然だと思し、ますり金額は多層だと困りますが。   

14：l  併＝横磯閥も，化撃としての義軌感を待った方が、貪件卓、は′）きりすると思われるから。   

説明にかける時間・人員を病院側かきちんと確保するようになると思うから。混む病院では診  

舞さえ5～）相席で終わ′〕てしまうことが多いのに、無報酬となればきらんとした説明を受けら  

トH  れるかどうかわからない。ただし般にあまり周知されていないので愚者の当然の権利である  

ニとをきらんと知らしめて欲しい。   

医療の信頼を取り戻すためにら、正しい丈さを残すことは将来の医碩の進¢に人きく貢献する。  
115  

丈育の作成には労力と日数が必曹であり相談料は必乳   
146  話し合いの時間・労力など使用させてもらっているから。   

147  終よ期の話し合いも治療の▲貫であると′呪うから。   

和談（詣」合い）にかかる呵牒に対する報酬i、1然のこと∩治療と同じ扱いで良いい相談料な  

＝は     Lにすると真剣に話し合いに臨んでもらえない気がするし、医師・看護師にも専門知識を教え  

て電、らうためにIi、ただ働きでI机、けないと思．うり   

149  医横行為の ノ剖；である⊃   

重大な内容を相一に伝える場合、裔任を持って方向性、具体作をしっかり伝えるための準備を  
150  

要するから。   

現在も電岩利こて病院などに相談すると保険点数として加替されているので、同じく加許して卓J  

15l  良しけ）でけないでし上っか（牒圧ことだと惜．／〕ていました）   

152  F‘り）の負粋が鞍減されるのて‘ 

】5こ！  いろいろ相談にの′）てi，「Jえると増．うからっ   

医療従事者の爵誼な時間を費やすのだから当然支払うべきとⅧ巨L   

話し合いに托そオt細則）スキルを持′ノた人が、それ相当の時間を使うのだから費用が発≠する  
l：〉5  

の1主当然‾P、それに対する支払い当然て丁われるべき。   

相談料という形で報酬があ′jた万が、姐療機関側も辛が抜け／亡いという意識が働くと思うから．）  

15G     病気を知らされた人の立ち削こなり、その人のためにどうしてあげるのが満足できるのか、緒  

に考えるということ【i想像以上に大変だと思われるから 

・＃札的／亡兄地から、医療従事者にと／〕て正、当な医療にあたる報酬であるからて   

間8 医師専との終末期の治療方象Hこついての十分な話t   

診憬貴が支払われることが好ましいと考える理由   
終末期執着と医牒冊圧≠凋で卜′かな話L合いをうて∴「と  

」‖     がかかる∴とに反叶ごあろが、そ／りノが双ん〈二と′ノ∴L  

あれば琶わ贅である 
そJ）．話し合し、、丈詩作成に11憫僻・時間かかかる重要／亡†  

1t5  

ヰ．ゾ）だから   

皿  和裁料をもら・1ことからプt－とLて（／）∩寛が必要と考え   

唐息や肴講師等にと／）てI川二撃の 環′上げ〕P． 

卜分／〔話しノ合い等して補習できたなら、していただしイニ  
11十  

るノ）は1黙だと′lきさ、う   

11り  家族にかかる終済的負押を押隠ノ   

加萌が取れない業務に関してLリかりや／ノてもらえると  
120  

いと聞い吏す。   

10隼前に夫をガンで亡くした時に受けた説l帖i滴りi崩  

12l     は本人にして阜）家族にしてもとて¢，大l才」なことで1‖ 諮  

得のできう言差し合いができるのなら、是非そうlノたいと   

122  医樵の環なのだから公的医療保険から支払オ）れるのl！   

12こl  粗身の相談を期服するから   

1Z／l  医療機関が薙剣に取り組むと．甲、うか〔ノl   

125  報酬が瑞生するのであれば医療行為と同様に保険が通用   

126  lEづな医療わ為の つだと思うかrJ   

医師や吾講師り）ノ万力に対Lて支払1ノれるのlま1然だと。■．1チ 

】27   から 部負担ほやむを得ないことだと恩ニ）   

12H  業績の ／Jとして意乱してヰ）〔．ウルが良い   

129  何でしわ金がいるからし   

l：iO  診療と†■司じ上√lに時間h必要です〝）で   

131  診廃村け、当然かかるのですか仁J女払1■ろのIt、う然で▼j   

↑現在その上うな制度になノ）ているなら′貰l仁＼れるとい  

132     城脅を支払うことで上り積極的にⅨ師・香推師宣周冊で  

るかヰLれないと考え王す1   

相談をするということ【t、医碩増作】にと／jて∴」ネルキ  

133     猫舌が負担すべき作格である相談料を、公の機関か支払   

L3ごl  詳し′．合い、丈斉提供に報酬が支払われるべきてぁる   

135  必・許な行為に必要な狩川が支払書けtるから   

】3（i  保険が効くのでかまわない 

し合いと文暮響の提供に対して、  

tlたり前J〕二とで払り、木ヰ，Ⅰ骨相  

rノ詳し－いI分／亡占．弓L合いを持rちのて  

上街であり、そ山科金力－1然惜‘i．1る  

ニとに射し／r内ほた料を支払う‾とに／了  

に購えない直で、費用甘い几イーんが良  

Pし＿たn†1ナな訂し合いが持てる▼と  

塘費が支払ナ）れることに上り  

されろべきたと望1からハ  

う（他者卓）丈露等ゾ）脛供を／代机るのだ  

）∴とと「【‘け）がj t」考えr一畳含、診  

きろ、文書い手馴！Lを来れる∴しが亡き  

を要するこ上てリhるげ）で、本来な「）－う  

／）てくれるJし、1爪ほありが／′し、と思  

間8 医師等との終末期の治療方針についての十分な指し合いと文書等の提供に対して、   

診療tが支払われることが好ましいと考える理由   

医師や宥話術ヰ）決められた範囲で行動Lています。患者との会話卓，相Fが納得するように話を  

ほ5     すればそれなりの時間を費やします∩ また会話も医療行為の環と考えていますのでそれに対  

する支払いt，1然だと思い圭す、．   

】RG  医療機関への／〕の報酬と思うから。ただし文書などの賃と報酬のレベルは考慮軋   

187  専門的な相談だから。   

1日8  家族などに金の負担が少なくなるからr   

189  医療の部と考えている。   

終来期の治療カ■針についての文苔などは医師や着発師さんとの連絡で続くのですから凝頓だと  
190  

配し、ます。相談料は当然だと思います 

時間をかけて責任を持って話し合いに参加して欲しいと思うそのた〆）には相談料が支払われ  
】91  

ても良いのではないかと思ご）。   

l‡）2  言を断畜などと同様の畜類だと思うからく，相談や書掛乍成の時間給として必要たと県うから。   

193  業務と責任と考えるとこの方法しかないかなあと思うので。   

医師、看護師の多忙の叫に掛ナる相談であるが故に愚者あるいは家族との話し合いには相当な  
194  

時間が必要と思う   
195  【束療者側に時間的な負担をかけるのですから相応する診療費が支払われるのは当然だと思うt．   

196  プロとしての相談なので報酬ま当然あるべき。   

197  相談を丈杏に残すことほとても良いことだと思うから。   

医者の化事は大変だからそれぐらいあっても良いと思う。そんな間願より政治家の無駄遣いを  
【98  

何とかするべきだと思うく〉   
lg9  相談にけ時間がかかります、また丈苔作成にも人件費がかかりますから。   

説明、話し合い勘こ時間を要する．ニれ行治療の部であると思います。ニれを自費ですると  

2【）0     なると相談できないノノが増すのではないかと。そのようなことにな／〕て直、けないので公的保  

険で支払うペき。   

本心で托す／くてがお金という事附こなるようで好まLくはないのですが、医師がそのことで時  
201  

間を取るし診療費なしでは親身になって相談に乗らないのでは…との懸念があるため。   

医師や看護師さんが相談料を支払うことに上って良いアドバイスがもらえる。支払わないと流  

202  れ作業的に終わ′つてしまうのでほないかなと思います∪   

ZO3  手間がかかるか仁ノ（J   

20‘l  お礼として。   

時間を費やしているので支払われるペきであると思う（忙しいのに時間を費やしてくれている  
205  

から）   

そうした話し飢、、丈萌の作成は時間もかかるし負担しかかる。診療費が支払われるのは当然  

206     と．聖う‖ そのことでこうLた相応ほ十分に慎重に患者に理解できる什り「が丁／〕て欲しい。カウ  

ンセリング同様技術を磨いて欲しい   

間8 医師等との終末期の治療方針についての十分な結し合いと文暮等の撞供に対して、   

診療費が支払われることが好ましいと考える理由   
】58  支払いがある以l二薫任を感じらjtる 

相談料、文酎tはl当然診頼賛の 部とし支払て－／くきと考えます．医婿槻閥車ノ仲互の時間と徴用  

159  がかか／）ているからt 

160  終よ期の治硬は、当然医療子丁為と考えしhるので報酬が支払われるのほFl然だと県う 

161  医標わ為の環であると思う   

相談料が払えない人l，いると思うまたいくら治らないからといってもそれ後の話L合いに上  

162     り家族を含め本人の気締らが遁うと思う．，また支払＝1ないことで慄機構ノ誓が起二ると・軋う  

そもそヰ」支払われないのだ／）たら線研から導入すべきでない． 

163  診療として医轢従事者が受再1仁めて欲しいから 

‖分宣と′Jて人切なテーマを資托ある医療者に（申立、日掛〃ん）「＝恒け配 －（栢望）を■和談で  

1〔）4      きありがたいです小お掛、するのです小ら当然け）二とと．幣／】ています（1「L咽りの制限け少ない  

＝司憎か2000トl】は安くて申L訳ない）   

1（i5  医師、看護師は患者のために時間を使っているか－－J‖   

16f】  時間報酬烏当たり舶です．   

1t17  終末期、死をトiの前にしてお金のことを考えたくない。医軌二格差を付りて欲しくなし、し   

書小I  相談に時間などもかかるたれ 文書作成も人変だと′やヲ，う   

】69  保険から支払われるとなればおr】二いにゆっくり話し合えるから。   

170  医蝶わ為の・部と考えるから。   

171  金紘を支払うことによりよりきらんとLた対応をしてt，い、たいから 

172  多数の人に筆数をかけているかLIJ；支払いするのが】‘与然です 

17：l  治療の環だから支払うJ）iナサたり師   

174  相互援助（助け合い）   

金額にモ）よりますが百分が納肝Pきミ瀾明にli時間が必要かと．早lい左す，そ〝）ためにri無裾主  
175  

いけません。   

17（；  当然総菜頂払うぺき。   

177  少」でヰ，診療費げ）負担を家族に負わとたくないため【   

17日  それ何にの相談と丈畜の剰接があれば支払われてi、情オ）ないと県います。仕事で十カ＝－）。   

17g  費用が鞄ノとするのは当然だ   

1日O  当然のことで増拍】など必蓉ないと思います 

什軒こlよ！当然相酬があるヰ）のです。ましてこ〝）ような噴し、愚昧のあることが禦料でし こ1〉〔）え  
1Rl  

るとは思えませんレ   
182  相談した場合の報酬としてづ然だと。I．！ヲ，う   

183  今現在介確保険料などの税金を支払／）ているので 

lH4  診療費の偽印がPきない左てり∴．舌L合いができるLうi二し てあげたし、たy〕  

一5S一   



間8 医師讐との終末期の治■方針lこついての十分な精し合いと文暮専の提供に対して、   

鯵■義が支払われることが好ましいとキえる理由   

207   何回も繰り返し相談した結果の文章、意思が変化した時などの放りやめなど時間をかけた柏餅  

ならそれだけの報酬は支払うべきだと思う。   

208  相談に応じることや臨終に関することは医師の本分に当たると思う。当然支払われるペき。   

209  健康診断などをした場合の診断書の代金と同じなのではないかと考えるので。   

210  医療行為の範囲内と考える。   

2‖  内容がその支払いに対価価値があればいいと思う。バラツキほダメ！   

212   
よりよい治療方針を相談するのが好ましいと思し、ます。時間がかかると思いますので支払いは  

当然です。   

213   
自分の考え方や治療方針の方法、♯厳死などについて話し合いができるのであれば、診療★が  

支払われることと患者も一郎負揮も妥当と思うが相談料があまり削、設定にしないで欲しい。   

214  適切な診断とし患者、医師双方の了知した内容があることを期待する。   

215  患者の経済の負担が少しでも軽くなればと思うから・・・。   

216  作成するために費用がかかるから。   

217  診療費の支払いが助かります。   

218  そのような行為は当然だと患っていたから。   

219  ★任とプライドを持って援して頂きたいためです。また患者として当然のマナーだと考えます。   

220   病院の経♯資金不足と言われている中、親身になって治療方法などの給し合いが行われること  

は病院㈹の時間と手数がかなり負担になると思われる。よって患者の負担も当然と思われる。   

221   診療としての話し合いは大切であると思うので、それに対応した相談料としての支出は当然だ  

と考える。   

222  医療佃‖こ相当の対価を支払うことは蚤当と考える。   

223  そのために教育を受けてきた専門家でありⅦ番いい道を作ってくれると思うので。   

224  生きている間は患者であるから相談すれば一部負担金を支払うのは当然だと思う。   

225  時間を使って諮をするのだから。   

226   
医療者のボランティア的精神に任せて医療機関によって差があってはいけないからきちんと仕  
事の【環として定め、十分な時間を費やして欲しい。   

227  今後医療機関の発展のため協力します。   

228   相談も医療行為のlつだと思うから。特に終末期の場合は十分な時間をかけてじつくり話し合  

いたいと思うので。   

229  意思の専門的な説明、解明などに経♯として支払われることは当然と考える。   

医療機関が話し合い、文書などの提供を行うことに対価が発生することほ通常の考えだと思い  

230     ます。その時患者が支払うことは可能だとも思いますが、公的医療から支払うことの方がなせ  

好ましいと考えます。   

2：ll  医師側も診療費をもらった方が真剣に取りj阻める。   

232   話し合う時間は仕事中とはいってもその時間を作るために他の仕事を調整して（嫌業したりし  

て）いると思われるから。   

間8 臣節事との♯末期の治■方一日こついての十分な精し合いと文書事の提供に対して、   

鯵■ナが支払われることが好ましいと考える理由   

233   現在は高齢者時代と言われ医礫充実のために医療スタッフ確保のために支払われることはやむ  
を得ないと思います。   

234   
プロからの適切なアド′くイスに対してそれに見合った報酬は支払われるペきだと思います。弁  

護土も相続料をむらい受けるのと同じかと思います。   

235  医療行為の範囲内で両方に★任感を持たせるため。   

236   そこまでが治療だと思うので相談料を払うのは妥当である。高額なら支払うのはどうかと思う  
が…。   

237  支払われることによって医師側は丁寧な対応をしてくれそうだから。   

238  治る希望のある患者よりも気遣いや精神的負担がありそうなので。   

23！）  医療の一環とみて相談料は支払われるのが妥当と思う¢   

240  診療♯を支払ったことのお互いの★任を果たすため。   

241  総合治療の一環であると考えられる。   

242  終末期医療に貢献すると思います。   

243   タグ（無料）というわけにはいかないだろう。仕事なのだから仕方がない。金額が間崩。安い  

にこしたことないが。   

244   軽い病気ならともかく、重病の場合は、患者自身の負担も相当な儒が必賓と予想されるので、  

相談料がいくらか支払われることは好ましいことである－   

医療を受ける患者やその家族にとって心理的、社会的支援を診療費の中でみることは本来の医  

245     療にもともと含まれているものと考えるから。生物学的、医学的な診断・治療だけでは、治る  

見込みのない患者、終末期を迎える患者とその家族については何の助けにもならないから。   

きちんと報酬が支払われることで、いくら治らなくても自分の最期に★任を持って対処しても  

246     らえるから。十分な話し合い等には医師にとっても仕事として鱒間を多く費やすからそれに見  

合った報酬はもらえないといけない。   

247  自分ではどうしようもないので、相談が必要と思います。家族の為にも・・・。   

248  診療相談も医療費の一郭である。医師・看護師にも真剣に考えてもらいたいから。   

24g   ★任を持って話し合い、治療を受けられる為には、相鋏料を支払うべきであると思います。十  

分納得のいく話し合いであれば当然支払っていかなければならないと患います．   

250   
時間をかけて話し合いをし、文書等を作成して頂くのに、時間と労力が必要です。それに対す  

る診療費は支払いたい。   

251  治嫁の一都と考えています。   

252  医療順の仕事だから、説明に時間かかるし、仕訊こ対する（報酬？）請求は当然だと思う。   

カウンセリングであり、仕事の一環である以上報酬は支払われるべき。報酬がないと、相談を  

25こl     する医師の方がぞんざいになる可能性もあるから。無料で行うのは多忙な医師の更なる負担に  

なってしまう（   

254  病気によっては費用がかかると思いますので、必要だと思います。   

255  ボランティアではできることではないと思います。   

問8 医師零との終末期の治ホ方抑こついての＋分な臆し合いと文書蠣の提供に対して、   

書■tが支払われることが好手しいと考える理由   

重い病気には皆めったにかからないとほ思うが、かかる可能性は附こでもあるので、支払われ  

256     る金はもらい、安心したい（重い病気は費用が高いので、出費が多くなるので）。経でもまい  

病気になりたくてなるのではないから。   

257  医療関係者の鵬であり、充実した保障された内容を受ける為にも当然です。   

患者が診斬書を求める時、経費を負担する。患者が病状の変化等を医師等と話し合い、その後  

258     にその内容等を取りまとめ、文書等の提供を受ける場一合は、経費を負担するのはやむを得ない  

と思う。但し、文書等の提供を受けない話し合いの場合は、経書の負担を求めるべきではない。   

259  請求される金額を払えるか不安。また、家族の負担を考えるとお磨いしたい。   

260  受け取ることによって★任を任せられる。   

261  仕事としてキチンとした対応なり、システムを作って欲しいから。   

262  文章に残すことは時間と労力を要するから対価を得るのは当然だと思う。   

263  医療行為の一∫として当然医療書は発生すると考える。   

264  その時間を診療に当てられるので、経費とみなしても良いのでは？   

265  それも医療従事者の仕事の一つであり、それに対しての報酬は当然であるべき。   

医覇削こ携わる方々に受ける側が赤ひげ先生的なことばかりを望むのは良くないと思います。衣  

266     料は高度な専門披です．死を安らかに迎えさせる為の相談に対しては支払われるのが好ましい  

と思います。   

267  診療の一部であると考える。   

268   治療方針について話し合い、更に文書等の提供を希望するということは、診察内容というか、  
意志や看護師達の内容に入るから、治療書の一郭に入るように思えます。   

269  有料の方がより★任感のある具体的な相鉄ができると思われるから。   

270   相掛こ対して、時間を取られる。相談料を支払うことによってきちんと医療者側にも統一した  
★任、義精、配慮を望むから。   

27l  相談も治療の一つだから当然だと恩う。   

現在の医療機関は、人手不足等で、無償で話し合いや相紋をするのは困難と思われる。また、  

272     医療関係者により、内容にも大きな違いがありそうなので、医療機関側に報酬があることによ  

り患者自身が納得できる話し合い等ができるのであれぼ相談料が発生しても仕方ないと思う。   

273  医師や看護師事に★任を感じてないから。   

274  自己負担の金額を萌えられる。   

275   

・先生から記載していただくから。  

・真剣に病気に取組んでいただけることと信じられるから。   

271S  治療方針の相談も治療の…環と考えられるから。   

277  支払われないとちゃんと話し合いをしてくれないと思う。   

278  相談も診療の一部として考えられるので．   

279  診療♯は医師に対する正当な報酬だと考えますむ   

280  生活が苦しい。   

間8 匿摩事との♯末期の漁♯万一‖＝ついての十分な結し合いと文霊讐の撞供に対して、   

鯵■貴が支払われることが好ましいと考える理由   

281   専門家（医師・看護郎）より十任を持った納得いく回答に受けることに対して、当然それなり  

の診療費の支払いは好ましいと思う。   

282  話し合い、文書等の提供で仕事金を支払うのは当然です。   

283  今はよくわかりませんが、何となく必要と感じる。   

284  治療力針を検討し、患者に示すことも医師の業務の一・つではないかと思われる。   

285   臼分のことで一生懸命にして頂いた方には、その費用は支払うペきです。きっと死を前にして  

医者は最善を尽くすと思われるので（と信じて）。   

286   終末期はその人の最期の生きざまで、もっとも大切な時であり、それを処方される医療関係も  

真剣そのものですので、相談料の支払いは当然と思います。   

287  労力が発生しているので、当然と思います。   

2程8  診療費を支払った方が医師も時間を取りやすく親身になって話を聞いてくれそうだから。   

289  医療側も患者側も話し合いを行うことが当たり前のこととして実施されるようになる。   

290  終わりが見えてるとはいえ、動こ関わってくることなので、仕方ないと思います。   

医師と看護師、医療従事者が、患者との間で、十分な話し合いと文事等の提供を行った為、次  

291     官と労力、病院内の業務効率上、負担になっている為、診療費の（採算上は）支払いは必要だ  

ろうと思います。   

292  医稼機関と患者双方にそれぞれ★任を感じることができる。   

293  見込みがないからと見捨てていいとは思えないから。   

294   自身の為の支援であり、一部負担は当然と考える（現行保険制度の一都負担と同じ…と考えて  

いる）。   

295   
支払うのは当然だと思う。文書笥の提供をお願いしたのだから仁相談料として一都支払うのは  

当然だと思う。   

296  話し合いをすることも大切な診療だから。   

297  時間と労力がかかると思われるので。   

298   ♯用を気にせず十分な相談を受けることができると知っていると、少しでも安心し、気持ちの  

負担も少なくなる。何度でも納得のいくまで利用することができるこ   

299   親身になって考えて頂き、より良い方法が発見できることはありがたいことで、それに対する  

診療凱王当然だと思います。   

最近横家族化が進み、夫婦二人の生活が増えている。頻れるのは治療してくれる医師や看講師  

300  だけとなると、その方達との“絆Hを侶頼関係をペストのものにしていきたいと思う。その為  

には、潤滑油としての診療費は必要だと思う。子供がいても、迷惑をかけず生をまっとうし  

たいと考えるのは親の切ない願望だと思う。   

301   医師や看護師、医揆従事者も相談を受ければそれなりに時間を費やして資料を探したりするで  

しょうから、それなりの相談料は支払うべきだと剛、ます‘   

302  自分は低い年金なので家族に負担をかけたくない。   

303  労働時間内の報酬と果うから。  

丁ヾ  ▼l  



間8 医師等との終末期の治■方針についての十分な宿し合いと文雷零の礫供に対して、   

鯵ホ責が支払われることが好ましいと考える理由   
患者本人も大変だけど、医療従事者凄も働し、てもらわないといけないのだから支払いは当然だ  

335  

と開います∪   
3：！6  臼分い、つ電い㈲こなるかわからない為、家族に負担をかけたくない、〉   

：i37  り分が納得できる説明を受けられるのであれば、支払いに値すると思う。   

割負担くらいならそんなに金額も高くないと取うし、卜分な相談・話し合いができれば良い  
コニほ  

と．苧了、うr   

3：拍  相談自体が医療〔】体と考えろ為、診療費は支払われるのが当軋   

340  愚者に対しての医療の 部だと思うので、診療費が支払われるのは当たり前のことである）   

3d】  診療費を支払うのは義務だと一捏うか木   

342   医療機関の担当者に多忙の中、時間を割いて専門的知識から患者の立場にたって相談してヰ，ら  

′Jた∴とに対して、当然ではないかと．轡．います。   

343  専門れ立場からの試であり、それは、1然費用がかかるから⊂   

344  商い保険料を・支払っているのだから、1■弓たり前のことだと一幣う。   

診断り）場合け、問診と同じだと思いますい 患者が紳聞いく話を聞ければ、医師を信頼Lて病気  

巨i・15      に対しての不安感が薄れるように一敷いますひ   

：14バ  

医師と人事な言古、納得できるまで説明Lていただくのに時間を作ってもらうので、診療骨を支  

払小瑚は当たり前だと思います。   

347  医瞭機関にも負担をかける。支払われた方がより相談にのってむらえそう）   

般の診療に比べ、文書のLpl答の方が、医師こ負担がかかると思いますし、患者b文書け）内容  
こl・18  

を大切に考えられると思います．   

が支払われることは、終よ期医療にかかわる医療従事者の斉ftある什事として当然であ  349  医師・看護師のわ々M寺間を作り、什奉で話し合っていることだからn    診積数  
ると凪います（   

田  治る見込みがないのに家族に角栂をかりる「その上にまた費用がかかるのけ辛いですい   
352  無料サービス」ではなく、♯用負担Ⅰ士必要で阜〉納得できる話し合いをしたいから。   

353  什事の対価として、当然だから（、   

35∫l  医頗一書幾関にとって¢）メリットと／ごり 十・分なケアを受けられることになるから 

355  診療費が支払われることに⊥って、倍几できると程、うから   

356  診療の部とし．て十分な詣L合いと文鵡等の提供を受けたいから 

157  診燐費により、より内容キ充実し十≠，ノ）にできろ乳  

観1荘料を文払ノノニとP、（しrJ良い【与棟行為が電車ぺす’くなるので、高齢化小進11リ1本で1t⊥さ√〆J  
持直  

円  
「て∴q   

い狛）  

脱肛中計t愈古に藩建一jる説坤1がP；り二J）ならそれに！lニー当な代価が払われろノてきだと〔丁∫∴   【‾ 
E   

問8 医師零との終末期の治療方針についての十分な拝し合いと文書零の捷供に対して、   

鯵■貴が支払われることが好ましいと考える理由   
304  本人の希望通りの．昏ぶを汲めてヰ，らった感謝〝〕印としていいと隼！うい   

今後のこのょうなことを国全体とLて進めていく為に、こげ）上ニ）な行為を医療機関げ）打点に柿  
305  

るのではなく業務の一部とする為、化動こ対して報酬が支払われぅの；ま、lう然だノ′ゝl：ノ   

301ミ  相鉄書）診擢の・部と考えられるか11L－   

307  患者と医者、当然だと．甲、う 

3（）H  最良の方法での治塘を・應択できろ為には、診機動ま、当然だと．担いtう 

309  精神的にも金銭的にモノ大変な峠だと甲、て｝ので、負押してくれたら，助かると。≒†ト   

考えて、坂入な決定を正しくやれない場合ヰ」あるのでは、と、心配すろ 

リ    、  
310   

31l  医横様事者に対する当然の報酬たと思J一から 

312  患者電J部負担するリノも当然だと思うかヰ   

保険から机るのであれば、そんなに高くはないだろうL、何⊥りレ粧瓢ボレぐれパ）で∴土ない  
3】コ  

でしょうか 
31ノl  費用なしで柵談が子iわオ1ることは考えられない   

3】5  のらに伐る家秩に少しでも負押を堆くしたい   

：11（）  専門家のお話は床橋と同じと考えるから 

317  診横軸酬、仕事としてゝ当然のことと．軋㍉   

318  手をわずらわせるので、、当然と′望、・1   

319  治療方針に・′ついて1分な話し合いが必要だと⊥リ、うから 

320  和利こ気兼わなく話ができるく 例えば時間を気にせず等 

：122  隼企′ト活動こと／）て人糞ありがたし 

：！24  少しは自分で払′）てt，いいと一県う（別 f）   

325  適9Jな相談に対L、報酬けある′∴き   

．            、     √  32l  病中この変化に伴う【東棟ヒの処置法の確、二仁と＃托をと／〕てヰ」らう為。治憺JJ環とする、㌢  
32G  診療の つと考える 

327  一′r】としての唐乱キ持′）て鉄い、   

328  対等でありたし   、  323  間2で答えた事相を心ゴ；きなく詳細に詞L合いたいので、相談料を負担して¢，良い              √、          329  医療のサービスが卜分に守丁うこそ：ができるとヤヲ、う√、親身∴／ご／ノニ速答〃座∴てくて  ：l二】0  ［タご嬉子†為♂つ ノ）であると里うか「ノ   
33l  醐咽掛。桝る…′朗、い∫i必酎ノとL・－け∵て  ‾‾1   

3コ2  医者に上土一王族ー占」様鋪碓まで見ていて欲しし、1、L  ーーーー 
3：！1  部負押を1沌∵ ∴とによ′ノ‾こむ■心し∵用談ニーき1L   

通乱 文霹等山楔供ii診僚祈曳1外J〕モ，〝′て．ケノー したカ∴．て帖萩勘1して事前に取り戸い′）：jニ  
：13′l  

く必要があな   

－61－  

問10 医師事との終末期の治■方針についての十分な話し合いと文雷等の提供に対して   

診療欄が支払われることが好ましくないと考える理由   
保険料に含まれているのてはないか「   

2  あらゆる診療費が高すぎる。   

相談はお金の支払いの右■無て行われるむのではないと思うので、相Ti二の心と心の通い合いがあ  

挙3     ′〕て行われるものと希望したいか〔J 

4  相談料まで支払いすることほないと思うからです。   

医療従二番者が相談を受け、患者や家族に安心を与えるの㍑当然と考える∩ 匪標費の守牒に繋が  

！5 円      る相談料は認めたくない，   
ホ  商い治療費t．払うのに相談料ヰ払うなんて、2東独りのような気がする 

汁‡療の 環と考える。   

病気や怪我で入院した際に，説明を受けるのは当然だと県う。いく〔J後期高齢者終末期相談だ  

ヽ     としてぃ司じだと思う 何で卓．診療録がかかるのけおかしいと一階う「 
説鱒】を受けたり、話L合うことはあたり前のことであるし、それと文苔に現したことについて  

ド     支援料が支払われるという∴とは、どのように表現してよいかわからないが、感覚的に不可思  

請としか思．え／山、．J   

10  支払い能力がない1   

あくまでも相談であって、診療では／亡いし、自分の身体が話し合いの通りに変化するとは限ら  

ないか〔）。   

医者が恩苗に病状等を伝えるのii当然のことで義務であり、特別なことでほないノ それに対し  
12  

ての支払い【i不当であるっ   

l13  患者と医療従事者が色々と話L舎・√）のけ当然のことだからです。   

文さの提供を受け、相談料として負担金をとられるのは少しおかしい気がします。相談のみは  

無料で良いと凧う。文書の提供ほ今でも有料なので仕方ないが、もう少し安くても良いのでは？   

全て〟）治療にi＝；いて、患者が熱望しない治療ほするべきではない√．医師はみ針を患者とするの  

1∴     ‘土あたり鯨】終末期の相談だけ相談料が支払われるのはおかしい〔日本の医師は患者の希望を  

聞か府すぎ。   

16  医療機関が患者の相談に応l∴ 話L合うのは当然だと思う。   

医師と患者の間の相談や話し合いに対してお金が支払われることは、お互いイ言相関係等の上不  

】7     倭と思われる。かつ必要以1二の医療保倹命の支I冊く必要となり、医療今般に影響を与えると思  

われるr 

18  診療行為の 一部だと思うから（J   

19  桁穣の 都として、相抜粋を改めて支払いたくないり   

20  患者の角担が多くなると、医者としては相疏されてあたり前だと思う。   

病気で入院しr退院する時、治療費の明細さを見たとき、これは何にかかった費用？と思われ  
l  

る才；企がついているい これ以ト負担できない．   

22  治轢＝相談だと一撃ノう（柵談なLで【主指頼子Jできないと．【書う）   

し合いと文雷等の提供に対し  
鯵■♯が支払われることが好ましいと考える理由   

3（ミ？  色々／i専門家のん■々の意見等を聞く為に（土、言を察費が支払才   

363  納得した説明をしてくれれば良いと配・）   

36′】   

付利こついてヰ、時間対費用という≠Jのがあると呪うタグ  

あれば、どこかにそのしわ‘＃せがi†くと配う。   

3（i5  時間を割く以ト、青桐が発生㌻るノ）は、与然だと思う   

366  手間卓〕ヒマヰJかかることに対Lて支払いが発牛するのり、1舞   

こl（i7  治棟・診療と同様たと，配うのでり   

36H  治る見込みが力いとして電，終末期をど〃）ように過ごすげ）かポ   

：i（；9  医師の＝二寧であるか仁） 

370  何事iこゴjいて行無料ということ】ヱ、削［が薄かると思う   

371  当然のことだと一瞥うから。   

37：三  良くも繁くt，‘▲必普（fニとだかL’）’－ で往ないかと肥・■ノ   

37ニ！  相当な時間を臆するから。   

374  支払われることけ 当り前です 

375  明確に拾綬方針等納得するまで聞くのヰ）医礫のq】の診標にf   

：！7〔】  診療してく，ら′〕たら払うのが当然だと凪います 

医療機関にとって柏餅や文書作成に時間を費やす＝他の㊥j  

377  
るので、相鉄料をヰ、らえないと時間をかけてモノ「ノえなくなぞ  

イ‾7でほなく、経常していかなりればいけません1過人な芋  

れなりの金額でしたら、妥uけ〔ヰjげ）だと思います   

現在の医焼けフィーーがないと個脚車）サ一－ビスとなり羞が拡ノ  
378  

業務として規定して廠低捕仮して必要を考えるから   
379  細故にかかる時間を拘束■ナるのだかrノ支払うの【王、1弓然㌣仁   

380  相談料ほただ慣サービスでけない（J   

二i豆1  診襟昭部だと考えられる為、山∃然ノ）医塘千丁為と且巨   

3日2  相談料が支払われることで安心し∵て話し合いに望めるか－1．   

）11んリーカニいいと惜  

↑いが子Jわれる上う／こことか  

然である±考えろ為  

指針になろとノ阜ヲうか1、ノ  

苗〝）古今糠かでき′亡いといニ■  

病院ヰ，71ニシン了  るかヰ，Lれません  

ノ十金を取〔）れるノ〕は園りま‾‡1；  

て，．拝積トtヤーヒスP万一らが、  

一66－   －65－  



印10 医師零との終末期の治■方針についての十分な指し合いと文●讐の攫供に対して   

診♯禦が支払われることが好ましくないと舞える理由   
本人の終末期を決めるのは本人であると思う。そのために必要な医療的な情報等提供すべきこ  

45     とほ当然のことだと思うので、そのために診療録を支払うのはおかしいと肥う。また、情報を  

提示しなか′）た場斜こ支払われないのもおかしいと思う。   

46  実際治療をしない者が、書顎を書いていただくだけで料金を取られるのはおかしいからh   

47  なんで相談で金を支払わなきやいけないのか理解できない。   

48  医師が説明や相談をすることは当然なことだと思います。   

‘19  支払われることを事前に知らせてから進めて欲しい。   

う小  患者とLて知る権利があると思うと共に、農本業務として説明があるべきと思う。   

相談料として特別に支払われることは好ましくない。こういったこと全て含めて終末期医療と  
1  

すべきだと思う。   

52  患者が医師に相談するのは当然。   

53  医撰機関として当たり前だと思うから（相談が）。   

54  経済的負担が増すのは好ましくないと思う。   

55  入院の中のことなので診療の一部だと思うので。   

ニれまで支払われた診療費の組まとめの段階にきていることであり、家族にもポチポチ負担を  
5（；  

かけたくない時期だから。   

お年寄りが多くなるのだから診梗費が増え、行き詰るように思う。病院や医師がもうけすぎで  
57  

はないかと．呪う。   

58   

話し合いなどはどのような場合でもきっちりするペきことなので、病気の度合いに限らず無償  

でするペき。   

59  相談内容を書面にしただけで、診療費がかかる根拠がまったくわからない（．   

60   

治療方針等についての話し合いは、診療・指頭の・一一環であって別途支払われるべきものでない  

と思う。   

6l  人生最後の過ごし方を決定するのにお金がいるのは嫌な気がするから山   

62  病気に対しての「医療費」の中に今匝jの診療費は含めるペき。   

63   

医療機関としては医療内容等記録として文書化することが当然であり、医礫の一部である。し  

たがって相淡料が加算されることが納得できない。   

64   

説明することに診療費が別に発生するのでは相談することもままならない。医師との信頼も揺  

らぐと思う。   

65  普通のことに報酬が生まれるのは不思議。   

66  診梶賛の負担を軽くしたいので。   

67  治療そのものとは関係ないと思うから。   

68  相談は医療行為でないため。   

69  支払う保険料が上がりそう（現役世†tの負担が増えそう）。   

70  仕事のつとしてとらえたいから。   

現在診療費が三割負担で、病院に行く今もlケ月3力■位かかる。   

間10 医師書との♯末期の治よ方針についての十分な話し合いと文暮零の提供に対して   

鯵■霊が支払われることが好ましくないと考える理由   
医師と患者本人が話し合いを持つことは大変重要であるとは思います。しかしながら、その行  

Z3     為に対し、診療費を支払えと言うことについては疑問を感じますし、人間の生死の最後まで金で  

済ませるということに対し、私は納得できません。   

封  医は仁術、人助けの分野だから、俗物にならないで欲しい。   

医師によっては必要以上にその処置をすることで、費用請求しかねないのでほないか不安であ  
25  

る。   

26  相談であり、診橋ではないから。   

27  治る見込みのないことでの話し合いで、診療費が発生することが納得いかない 

28   
医療費、入院に伴う家族的負杓は人きい。医探従事者が患者、家族から相淡を受け、解決して  

いくことは「医療の本質」でもあるから、部負担をすることは好ましくない。   

治療費だけでも家計に大きな負担を与えるのに加え、この不景気の時期にはなおさらのことで  

29     ある。治る見込みのない桶気ならば、尚一層治療費がかさむのだから、少しで電，負担を軽減し  

たいと思うのは当然である。   

相談と言うか、治療を行う上でのステップなので、治療ではないという考えで診校費は発生し  
30  

ない。   

31  お金が全て絡むのは、好ましくない（それまでに治療費をとっているから）。   

32   
患者のた捌こはならない医療関係者の金偏けだけ。全て現在は病院など金儲け主義ばかりと思  

います。   

33  相談ぐらいで診療費を支払うの‡ま好ましくないと思う。診療しながらの相談ならBりだが。   

34  診礫の環なので、無料（サービス）とすべき。元々が高額なお金を払っているから。   

35  通院に交通費等が必要な為、タクシー。   

36  生きる見込みのないのに、必要はない。   

37  払いたくない。   

人の病気を発見し、それに伴った判断をし治頑するのが医師の務めであり、診寵キが払われる  

38     のはおかしいと思う。また、支払いするとなれは、患者の負担も多少なりとも変わってくると  

思う。   

医標機関は当然のこととして文書を提出していると思うので、相談料の負担とか支払いたくな  
39  

い。   

40   
治療方針について話し合ったり、家族と話し合う為に文書の提供をお幣いして、どうして診療  

費が必要か、その制度は廃止して欲しい。   

41  相掛こ費用が発生するのに理解できない。   

12  相談料とlま医療費とは違う項目だと思うから。「診断書」などと同じ扱いになると思う。   

4：l  相談料は診療費には含まれないと思うから。   

′14  仕事だから。   

ー67－  

問10 医師等との終末期の治■方針についての十分な惜し合いと文暮等の捜供に対して   

鯵♯貴が支払われることが好ましくないと考える理由   
94  相談料がかかってしまったら、相談しようという気持ちが薄れそうなので。   

今の時代、生活が苦しい老人がたくさんいる中で、相鉄するのにお金がかかると、したくても  
95  

できない人も出てくる気がします。   

96  ただでさえ点滴・注射・おむつ・検査・差額ベッド・回診等に経費がかかるのにかなわんです小   

97  負担を少しでも少なくしたいから。   

98  家族に負担をかけたくないから。   

治横の経過やその後のことの話し合いは医療の1部であるが、そのことと書面にしたからとし  
9（I  

ても相談支援料を支払うのはいかがなものか。   

診療費も高くその他の費用もかかる中、それ以上の出費ほしたくない。一般診轢費の中で補わ  

100     れるべきと考えます。・経つらい時期にお金のかかることに反対です。もっと安心できる医療  

になって欲しいと常に思っています。   

10l  医療側の当然の義務であり、患者側の当然の権利と考えます〔   

】02  相談料だけ取られるのはちょっとおかしいかなと思う。   

103  ケースbyケースと考えますが‥・治る見込みがないとなると・＝   

10ノl  収入の少ない年齢者がこのようなことに診療費を支払うの甘粗乳   

105  相談に料金が発生するのがわからない。   

】Of】  患者の負担が増え、保険料の値上げになると思う。   

107  公費が使えるのでしたらサービスしたらいいんじやないかと思い志す。   

108  通常の医療・業務の一端として施されるペきことだから。   

今までの利用の続きであって、改めて後期高齢者終末期相談支援料を科すのはおかしいと考え  
109  

る。   

110  話し合い、文書提供で但姐を取られることも知らなかった。   

今年の4月に母が亡くなりましたが、2年に渡っての入院でたまたま自営業の母だったので金銭  

的なものには苦労しませんでしたが、自分にせき換えた時、医療費・生活費・その他に・‥など  

と考えると相談したくてl）我慢するようなことになるだろうなと思います。   

112  何でも金しだい。相談するのし金で解決。金がすべての世の【P。   

医療樽関に支払われることは好ましくない。高い医療費を支払った上にまた支払う。経済的に  

113     楽な人ばかりではないと偲う。若い時一生懸命に働いてきて牛を取ってからは凹ももう少し考  

えて欲しい。高齢者のために。   

毎回の治煉代や診療代はもちろん仕方ないと思うし本来は文章の提供代なども仕方ないのかも  
l＝  

しれないが、気持ち的にはあまりいい気はしないです。   

115  病気になった時にそのような相談は医療機関の義務であるふ   

治療の見通しや死ぬ場所の選択についての相談は医師の当然の仕事であり、診療報酬がなくと  
116  

もなされることだと考えるから。   

117  そこまで通常の医師として（医療行為）説明なのでは。   

11吊  医療費がまたかかるから‘  

間10 匿師事との終末期の治■方針についての十分な指し合いと文暮書の提供に対して   

診療tが支払われることが好ましくないと考える理由   

72  後期高齢者保険、介護保険料、月2回の通院費用、薬代等で高額になるf 

73  医療行為とは考えられないから。   

私は高校教師、後に大学数見であったが、教月は間解ある生徒やその保護者といくら時間外に  

相談、面談しても何も支払われない。そのくらいのサービスは給料のうらである。医探聞係だ  

／）て同じことではないか。   

75   
医療に関しての相鉄や話し合いなのだから診療後の相談であるがゆえに、診療の時の支払で十  

分だと思われるから。   

76  重い病気の時は治凍費がかかるのに、その上にまた負担が大変だと思う。   

77   
話し合い後に文書等の提供を受けることは医療行為の一一つなので、別に相談料として診療費と  

支払う必要はない。   

78   
相談料として別に診療費が発生するものか疑問です。今までは含まれていませんでしたか？治  

療費とは別と考えられるのですか？   

79  終末期の病状の人に対して負担を課すのはどうかと‥・。   

80   
医療相談も医療行為と同じであると考えれるので、特別に費用が発生するのはおかしいように  

思い立す（医療行為に伴うもので、何かの診療項目に含まれるもの）。   

81  診療費を支払うことで、医療機関及び関係者に正常な医横行為が失われるような気がします。   

医療欄の支出で大変なのに、数えていただくことくらい国が支払って下さってい、いのではな  

82     いか。親切という気持はないのでしょうか。何でも金で支払えというのでしょうかu 国はもっ  

と真剣に底辺まで考えるべきだ。   

83   
相談料はおかしい。治頑方針や今後の生活の話し合いで料金を請求するのはおかしくはないだ  

ろうか。   

84   自分の終末期の医療方き十について話し合いし、文書に提供を行うことは当然のことと考え、そ  

の分として診撰費が支払われるのはおかしい。   

85  診療の一部で区別する必要はないと思います。   

86   
治療欄と相談料は別もの！！医師の義務（相談）そこに診療費がかかるのは営利旧的の他なら  

ない。   

87  医師はきちんと説明する義務があると思う。   

88   
診療費がかかるのでは、やめようかと思ったりするかもしれない。死と直面しなければならな  

いのに、相談するためにお金がかかるのかと思うと悲しい。   

89  自分のことは最後まで自分で決めたいため小 家族に負担をかけたくない。   

9q   
医者の義務として、診療費の払えない方にでも相談にのることが望ましいと考える。産額保険  

は相談以外の治療に使って欲しい。   

91   
病気で一一番大変な時に相談するだけで診療費なんて。そうでなくてもいろいろと費用が大変な  

ので無料にすべきと思います。   

92  治る見込みがないのだから国が負担すべき。   

93  経済的負担が大きい。   

ー
 
 



間10 医師等との終末期の治■方針についての十分な宿し合いと文暮事の捷供に対して   

診療tが支払われることが好ましくないと考える理由   

lLり）川根に／小て医師などと相談またそれを形に嬢すことは患者として当無け）権利たと思う   

ト12   ク．）でそ∴に相談料が発生することは好ましく†亡いと思う，   

柄人が自分の状況腐罰しく知りたい細t）当然のことで、担当医が病人に押しく説明をLたか王  

＝＝     といイて別途料金を触ろこと′こどけ墾一つての他である。終末期の病人からそうまでして金を胞  

そ－⊥う／〔ことを考えているのか・，   

14ノ1  削‖などが覗なるため。   

l▲霊5  相談料としての診療費は必要がない。医機構関の説明、相談は義務と思うー）   

146  別に支払いでなし治婿軌こ入れると良いr 

診塘し先が見えるように／上／ぺきたら今後のことを家族に説明する♂）ほゝ▲与たり前でお金を取る  
147  

のはおかしいと思います、－   

148  燦，括費などがいるのであっていlトないです。   

119  診察での相談と思うので特別に名flを作って出す必要はか、と思う。   

n身のことで後々確認したいことなど出て来るので大半の人間は同じだと思うので、それにつ  
150  いて相談料を取るというの卜i良心的ではないと一瞥うから。   

15l  言争機軸酬に含まれていると果う。余分な支払いになる。   

医栂従事者に相談し文書を提供してもらうことは患者に対しての義務であると思うD当たり前  
152  のことなので診療費を支払うということほ好ましくないと思う！   

王53  別枠でいくら支払われるのか知りませんが、それも治穣費の内だと盟うのですが 

商品を賢一〕たり何かのサービスを受ける時説明を聞くのは当然のことで、医療に関してのみ話  
151  し合いが相談料としてお金に結び付くのは好ましくないと思うから。   

155  単純に支払いたくない。お食がない。   

15f）  何校をしたことが丈軋こな／）て相談料を取るのは変（】サービスで良いのではないかリ   

患者が部を負担一寸－るのがおかしいt、医療浄だけでt，お金がかかるのに、そこにまた上乗せす  

157  るのが嫌ですれ愚者に負担がなければ診療費が支払われることは好ましいu   

15H  l吏師、看護師ユ懲者〝｝相談を聞くことは当然である，   

なぜ謀明をしただけでお金が払われるのか意味がわからない。医師には説明義務があると思う  
159  から義楕を果たしただけで支払うのitおかしいのでi士り   

川0  仝観公的医療保険カけヒlるとい・＝）げ）‡t公的費用を使いすぎるのではないかとガユわれます乃   

病気に間1－る相射t診療という中〝）流れの 周であると考えるので、柑淡料としての診療費が  
＝‖  支払われるのはどうかと′禦・ニノ   

治蠣費、その他の費を考え呈すと隠緩までお金というのけL、がむなしくなります先生方のが  

時間をすべてお金を冊さないと温かい最後が迎えられない時代はあまりにも切ないですり心温  
1r12  かい万i室にという．粗し、の申に反対にお金のない人はどうなのかという感情もまた嫌に思い立  

すr   

163  ただでさえ負和こなる医硬軌こ加えてさらに重い負拙こなると思うから∫ 

16月  公的という税金というイメージがある 税金なら他に必琶なことで使用して欲しい 

間】0 医師事との終末期の治ホ方針についての＋分な桔   

診オナが支払われることが好ましくないと考える至   
命再一相談か料金に、上ってそょオ）れることに鵬杭が－hる f＝  

l19  良し、J）でしょうか∩ 医苗の人】紆汁巨itビう／こる♂）でし；う／   

診療内で畑▼．となしりで甘け車扱与・友払うげり二土∫jかしい j  

120  て欲しノいか〔   

なぜ今になって診糠脊として女払わ／ごりれげな王ノ（ごい♂り  

；土患者の病冤に対しての説明、汗？堆などげ〕鋭l州主ゝうたり戸  

費を支払1∴とで今以1・」こ上：い慨繋をし亡くれる√りト‘Jノ   

卜う）な理解をえるために必要な話L合し、が督州別途に／fノ  

122  持てないケースh冊てくそ〟1て（iリ   

勤務LIり）ft撃と月山、よす人華な杵儲け）ため個人の間辟  

123  るげ）で一屯の支払いげ）ような気持ナノにブこると肥います   

124  治塘の′）でほないかと思うから   

125  医橋機関として丈斉作成及び相談け、■用材〕ニとだと．幣う   

126  そんなことで支払われるのは‡jかしいり 医療機関として   

】27  入院時には毎イ 席はt治医と話Lて］三十（私の撞酸か   

L2日  高齢者からの医療費の負帆i切ないで卓‾り   

その後のことについて言占し合う∴とは大事だと．むうし、  

間が作られると脛，うのですが、今現舶来苗が診察の最後  

129  取っていろ∴とを考えると（ヰ，らろんそうでない万ヰ〉し、  

最後の時を迎えるまで柄院へ通院するとなると医標替な  
130  硬骨で十分だしただでさえ高い医校費だと．【きぃ）ているか   

H‖  あくまで紬談であり治轢ではないから 

132  病状の確：㌧だか「，別に支払われろ必暫ノヱどいl、〕ない   

1：lこう  相談卓ノ洋一憤のl′）だと．【Jヲ、っか〔）   

134  榔談に乗るの吏潮境〝1うf〉たか〔ノ   

l：15  診積数け払′〕ているのてまた別に和暦牒豆して払1ゼ牒   

136  詑城の つに考え特に諮穣欝が別に支払√jg・嬰仁けこいと   

137  診療針こiま1たらないと′l書、うたオ），   

l：lR  治嫁の 部として考えていろかし■ノ 

和談を▲すもことに常用がかかること、琴血に与錮ことに  

139  てL．ノ三うL、1べてに‡｝魚が組む∴と（エ終失職を迎えナ：   

相厳科として支払われるこLには違和感がある本来医  
ト10  

卓、び）と配1   

＝l  保険料を払／）ている山で支払うど、要なし   

し合いと文暮事の提供に対して  

支払いかごき左い／、Jlと、1  

Jすへて¶上り前≠ニ！ニヒし  

L舞帥、有言削トリりJ々  か細1得かいか左い  

そオlとト誇碩   前いニケて㍉hると凧う  

く細い こくオ1る爪か′  

と支社いノ）了とを考えて音．し今いを  

とせ了いょすか 心配すうことヰ，わIJえ  

二の件は公に‖「でき吏せんが  

、▲1然と一l．1J、うので  

ら）しそれで射、ので仁王ないか  

支払料が支払われればきらんとその時  
にどうでい、いことを云′Jて指導料を  

るんですが）形式だけになりそ1だ甘  

ども，葛篭削こ支払1ことになる．、その医   

LJ  

＝㌢甘かか乙∴とけノ、と叫言椒が．諷れ  

八一l与！ぴ）尊厳ろ失う（  

碩†J為そり）モ川こ話し合いも含まれる  

－7ト  

間101云節電との終末期の治療方針についての十分な話し合いと文暮等の提供に対して   

診療費が支払われることが好ましくないと考える理由   
診察の結果、拝しく説明をしてFさい。それに対して料金を払わなければとし、うのはどうかと  

1H9  

tたし、ます。   

190  診嫁もしていないのに説明を問いただけなのにお金を払うのはおかしいL   

19l  出費があるからい   

幾ら支払するかわからないりれど、柄気の延長だと思います‖その都度支払が大変です‖年金  
192  

ノト活首にけ■   
193  何故医療費力鳩首に支払われるのか‘鳩師としての仕事と果し、ますので、支払いは女ほしくない。   

L94  相談、話し合し、、が難しくなる。   

】g5  入院その他でお金がかかるのに相談しただけでまたJj金が必要なのは困ります。   

19f）  治る見込みがないのに相鉄料を取るのはおかしいっ   

197  そのよう≠ごことIil当然なことであり、「診療費が支払われる」のは必要だと凧います。   

】98  柵挟料をとることほ、医師として才ユかしい。   

199  診塘費は、治療全てについて支払われるペきである。※どちらとも言えない。   

塵い病気になりしかも泊る見込みがないとなると本人はとてt）不安になり圭す。色々相談Lて  

200     アドバイスを受けたいと思うのはみんな同じだと思いますr′医療従事者はそこまでい上事かと  

配し、ます。診療費が支払われるのはいかがなものでしょうe   

治惰ん針の話し斜、11通常の診療の中でおこなわれることであって、別に相談料を支払う必窄  
201  

はない。   

2（）Z  相談ほ医礫行為の 部であり、医療保険に含まれている。   

203  業務の■環であり、相談料が特別に払われるのほおかしいr   

とにかく、診療費を取ることばかり考えています。私達後期高齢者はr・供の扶業者であるにも  

20・1     かかわらず、医療保険を支払うようになり圭したハニのような診療費を取ることばかり考えて  

いることに稚が立ちます。   

2（）5  相談料として診療費の・部負和まおかしい。   
医療機関（医師、医療従事者）i土、患者の終末治療について本人J主よび家族等と相談すること  

206  は義持だと聖、いますこそのことに′ついて、医療費が払われることは言語道断だと思うn   

207  費用が払え加、（高額の場合）堤合があると困るから、，   

木判＝分に話し合し、をしたいと思っていてもこの先のことを考えると、やめておこうと思う  
20日  人も居ると」瞥う。みんな平等に最期の過ごし方を考えることができたらいいと思う。   

209  相談だけでほ支払いたくないと思う。   

210  相談の内容や、結果により、診療費に貢が出るか卓Jしれないし 

終末期に於いて何故話し合し、、文書作成にて金額が必酎、わからない。終末期に於いて、話し  

含いするのは好適では！医療費は別の部分に使用した方が良い。   

212  何故お金がいるのですか‘〉相談が診療費必要‘7   

病気になれげ治瞭方法ヤその後のこと；土底首の、㍍）前の章i為であると椚うし、文辞の提供を受  

：13     りた時、何故診頑費がいろノ）かわカーらないヾ 

間10 医師等との終末期の治■方針についての十分な話し合いと文暮等の提供に対して   

鯵■書が支払われることが好ましくないと考える理由   
r・相鉄料」と別にとるのてト土なく、その時の診碩発として、椚憤と三とめて欲しい′和談料」  

165  をとられるなら相談しない人い、る′）でほ？   

相談をしたことでどうLて診療費を払わないといけない…、、相談せしただけで払わ／ごいとい  

1（補     りないのてすかり相眉するだけな町こ医者は愚者り）∴とを考えてくれるな「J払う必軌こ／fいで  

し土う   
】h7  l終末指導相談を求めるかどうか〉Li人げ）意思次乳2耳齢差別は妥、L∃てけない   

l十十十  直感で崩′Jた 

l（うり  医古の什事に含まオ1ノると。甲，うか〔） 

・・話し合い、，だけで何も治療を愛車たわけでIiない 医糾ド．の“時間‖を拘束したとい■‾＝ハで  

は、今くの時間給で、医師〝）威厳がないように感じる“先乍様1’だか「」、信頼し、和裁する  

170  んじやないんですか†！そオ1．に壬j金をと〔，れたら、叶だかありがたノーが減り、和談のl勺容に／）  

いて信仰上的に進めたんじや加、かと疑′）てしまう   

171  観身にな／）て患者のことを考えるのではなく、ただ、金イ釦ナの為にりう1Lうな如、すノユので   

l：J  イこ適切な処理が多くわわれそうだから∪ 架空の書類が多く作成されそう   

173  医療費に含まれるペきである 

重い病気にかか／jている、それだけで心の重荷であろけ）に、そこにプラス診療費とJl、更に心  

174  の東荷になる‖ も′と思いやりといたオ〉りを｝   

全て保険料の範囲以内での支払いにして欲Lい，高齢者がお金の心配をしなくてt〉⊥し、制度で  
175  

あって欲しい。   

1丁小  診棟の範囲だと侶う」   

177  ニれ以1■出費は‖したくない 

1丁＼  1然の義腐だと思うから（支払がないから、その⊥う行打払こ／〕いて話せなし、とい‘1叫t変！！   

終末期であ／〕て阜，常に医師と相談しノ‘：がら7台糖をt／ていくべきで、丈昏にまとめたに∴てヰ）、  
179  

相談料を支払う必軌1加、と一県います」   

私は文軋tJg應としないので、料金を・払∴）ことIi嫌ですれ生井が必要であるならげ、千牒け  

＝‖  診埼露を支払うということト細魚1l丸首にとってとて寸）負押だと′軋、ます   

1月2  相談け般的治城の内のはず〔午紺Jに杵を設けるぴ）l土‡；かい、 

1R3  師横言会稽げト貫だと．1だ，うかlこ」   

医糠費を支払／）ているげ）だか〔J、それとIt別に沌兼されるのltと／〕てヰ一事務帆で変ですrl愚者  

の気持ちを考えていないむ何で札込みがないのにゴ】金を払う〟）かリ   

1R5  医療関係に診療費を支払うげ）揖、いが、軋占〝）部負抑′iやめて欲しノい   

患者との話し．斜、というのit、診標費が支払われるかrJ†Jうヰ〉のでiiナごく、わ才）かて〉りが1り  1RO     かかろわりですから丈話軌；－りり前ですれ        、      184           い‡6     前のことだと思うからです。  1汚7  筒先吋．）：：聴取りに／亡る  1ヽ十  ナチ？瑚費ゃそ〟）他いろいノ，と費＝＝1九イ、ろ仇▼ ∴＝－＝り－汀打点須1しいとH■－ブヨえた、tんし  



闘10 医師事との♯末期の用膚方針についての十分な持し合いと文●専の提供に対して   

鯵血暮が支払われることが好末しくないと考える窄由   
214  それも含め、治療（医療）だと思うから。   

215  診療を受けた以上は説明と文書は付き物ですから。   

218   必馨ない人（患者）も居るのに、医者はオ真似になると思ってどうでも良いことを文書にする。  
全く税金のムダ。   

217  診療治療の範囲と考えます。   

確かに話し合いにも時間が必要ですが、これも治療の一環であってそもそも詔し合わなければ  

218     治療の方針t立てられないし、方法も選択できないはず。相談だけに項目を立てるのは理解で  

きない凸   
21g  負担が多くなるのは不安。   

220  そこまでするのが医師や看護師の役割と考えるから。   

22l  話し合いや文書等の提供等ほ、治療、医療の一環だと考えます。   

222  年金暮らしでいて、少しでもお金の負担は大変だから。   

223  こういう相談は無料で、ボランティア精神で行うペきだと思います。   

Z24  アド′くイスは診療の範囲ではないと考えられる。   

225  病院等の治療費に含まれているのではないかと患う。   

相鉄も患者にとっては自分の病状を把握するのにとても重乳診察の一部ともかんがえている  
226     から∴診察代と別に徴収するのは好ましくない。医師ものる義務があると思う（相銀内容によ  

るが・‥）。   

227  病気の治療の上での相較とか話し合いだと思うので、診療費として支払うのはどうかと思います。   

228  お金がないから。   

229   十分な挽明や理解を得ることは重要で、その為には文書にすることもわかりやすく良いことと  
考えます。   

2：10  このようなことは無料で処理されるべき。   

2ニ11   金額はどのくらいかかるのかわかりませんが、皆平等に経でも相談した方が良いと思います。  
それには支払われることは好ましくない。   

232  相萩も含め、診療★に含めて良いと思うので、わぎわざ相談料は取る必要はない。   

233  それも仕事の一つなのに、別途相談料が放られるのはおかしい。   

2：I4   内容やボリュームなどがわからないと判断できない。ただし医横磯関の“なすペき一作「と考  
えたい。   

2：I5  それも治療の一環と考えます。あえて費用がかかるのはおかしいのでほ。   

Z：16   診横費等の報酬がなくても、医師や看護師伽は患者の為に親身に相核をし、結果文章が必要な  
ら作成してくれても良いことだと思う。医師や医僚機関の当然あるべき姿だと．甲う。   

237   結局死んでしまうのに、お金を払う意味がわからない。治標でお金を払うのはわかるが．相談  
でお金を払う必要があるのか。   

238   今後の治療方針など話し合うことは当たり前のことで、それも含めて診撰書を支払っていると  
思っているから。   

間10 医師■との♯末期の治ホ方針についての十分な話し合いと文雷尊の捷供に対して   

鯵■責が支払われることが好ましくないと考える理由   
239  書面にするだけで診療費を払う必要はないと思う。病気治療でないから。   

240  そこまでが治療の椚環だと言えるから。   

24l  相談なんだからお金は取らないで欲しい。   

242  相談料としてとらなくても良いと思う。   

243  診療★が支払われると、人員等の増し方が多くなると思われるかF）。   

244   
国民年金しかなく、ほとんど収入ない家庭で治る見込みもない着にとって、治療♯が支払えな  

い、そして相談もしたくないです。   

245   
病状説明や治横方針は話し合って当然のこと。文書作成などの必要経費は仕方がないが、相談  

料を別にとられるのは疑問です。   

246  相談で診療費がとられるのはおかしいのでは。   

247  医師の説明の格差がある為。   

248  従事者の負担が多く、相談で金額を取られるのは少し変。思いやりの医療を。   

249   
ムンテラの一種じやないんですか？いちいちお金をとられていたら、おちおち相附こい、けな  

くなりそうです。   

250  家族と話し合うだけで十分だと考えています。   

25l   鋭明・話し合いは医師と患者が人として向き合い、その記録が渡される。これを診療費とする  

のは、医師は患者を病気をかかえる物体とみているかのように思われる。   

252  末期の患者に何から何まで金次第との思いを持たれるから。   

253   すでに高額な診療費を使っているので、相談料がどれくらいの値段によるがあまり高いのはど  

うかと思う。   

254  人生の終わりに相談料まで支払うことはない。   

255  医療保険は患者に使用されるべき。   

256  なるべく負担のかからない制度にされないか、住みやすい社会に【   

257  相談料を支払う事態への具体的な理由がわからないから。   

258  利用しない人もいるので使いたい人が負担するべき。   

259   
医師・看護師として相談にのることは当たり前だと思う。お金がかかるから相枚にのるという  

のは人間としてどうかと思う。   

260   相談して文書にしてもらうということが余計なことのように感じてしまう。治様♯や医療費を  

払っているので、話し合いにお金を払うとなると医療機関の冷たさを感じ、悲しくなってしまう。   

261  診横費請求に重心がかかりそう。   

262  ①話し合い自体が医旅行為ではないのか特に終末として区別する理由がわからない。   

263  ②文書料は納得できる。   

264  重い病気で診標キを払っているのでその一書ついて扱うペきだと錮、ます。   

265   末期の患者さんへの負担がこれ以上重くなるのは好せしくないと尉う。高齢者に自分を置き換  

えると悲しいですゎ   

間10 五節讐との縛末期の治療方針についての十分な指し合いと文書讐の提供に対して   

鯵■tが支払われることが好ましくないと考える理由   

266   診察費が発生することで相談を必要と思ってない人まで終末期へ向けての話し合いを行う医療  
機関も出てくるのではないかと思われる。   

267  患者の相‡削このるのは医師の義務だから。それに対しての報酬を支払うのはおかしい。   

268  診察料の中に含まれていると思うから。   

269  高齢者のため。   

270  医師として括を説明するのは当然のことだと思います。   

271  サービスとしてやって欲しいから。   

272  患者の負担が大きくなるから。   

273  相談で金銭が発生することに納得がいかない。   

274  相扶料は医療機関の診察費に含和しているのではないですか…ゥ税金の無駄使いだと思います。   

275  少ない国民年金の中で医療費や相談料を支払うことに？   

276  医療行為のみに支払うべき。   

医療従事者がそういった相儲にのることは立場として当然だと思うし、どこまでが診療費を支  

277     払うべきなのか、という範囲が決めにくい。個人レベルで異なるように思う巾たいした相談に  

のっていない人が支払いを受けるケースが多そう。   

278   医師等の時間を割いてもらうことに対しては、ありがたいと思うが、命の間樹等に関して、説  
明でお金が絡むことはやや不饅憤のように感じるから。   

279  話し合いをするのに、お金を取られるのはおかしいと思ったから。   

280  税金の負担が増える。   

281  相談料は患者の負担が大きいと思うから。   

282   終末期治療の耗し合いは当り前のことだと考えていたので、それに対して相談料が医療機関に  
支払われるというのは、違うような気がしました。   

283  別で相談料がかかるより、治療♯の中に含む方がいいと思います。   

284   治る人にもっと負担してあげたい。治らない人には「心の安らぎと痛みの和らぐ治療を」←そ  
ういう施設を作るのにお金を使って欲しい。   

285   意志や看護師が患者と許し合うことは当り前で、それに対して診療費を支払う必熟まないと思  
います。   

286   終末期を安心して迎える為には年齢は闇係なく無料で相談できることは当然だと思います。誰  
でも体験することです。優しさが必璽だと患います。   

287   医師は大変な仕事ですが、診療費をもらいすぎている感じがします。話し合いは0円、文章の  
作成には支払っても良いと思います。   

288   説明（口頭）内容せ文書にするのも、仕事の－一部であり、別途診緩着がかかるのは納得がいか  
ない。文書が手間ならば文書でなくテープなど工夫する方法もある。  

間11後期ホ00書♯末期相談支檀I引こついての意見   

ロ  賛成です。末期の相談をしっかりと普及させていくために、支援料は必要と思います。   

2  ♯成します。   

医礫介護等について、高度な知織、医療行為等について報酬を支払う事は必然の事と思うから  

（但し、あまり高額な範閉でないように）。   

4  高齢者相談は、安心という意味から必要あると思います。   

・全ての人への（年齢区分なく）相談費用をもらうペきだと思し、ます。・相談が幸せに時をす  

ごすため、最も重要な医療だと思えるからです。   

6  たしかに存続意義はある。   

7  後期高桝者保険を75才以上に限定すること自体に反対。   

8  75才以上の区分は不必要。すべての重病、泊る見込みのない患者に適応すべき。   

9  医師や看護師、医療従事者、患者、息者家族に話し合うだけの時間があるとは思えない。   

10  相談支援料は支払うべきです。   

必要経費と思います。   

その時の状況にならなければなんとも言えないが、少ない金額なら仕方ないと思う（1方円以  

内）。但しできることなら、それぞれの状況に応じて支援料を支払うのも方法かも？   

健康保険、医療費の負担は年金生活者にとっては大変なbのだと思うので、75才以上の方の重  

荷にならなければと願う。   

75才以上でも不幸にも動、病気や治る見込みがない状況におちいる場合があるので、あえて75  

才以上と年齢制限をつける意味がわからない。   

15  相談支援料（200点）は妥当な線であると思う。   

相級はお金の支払いの有無で行われるものではないと思うので、相互の心と心の通い合いがあ  

16     って行われるものと希望したいから‥・。心の通いあった診梗は、お金で行われるものではない  

と思う。   

高齢者末期相紋支援料について読ませていただいたのですが、多額の医積書がかかった場合、  

相談料まで支払うことができるでし上うか。   

来期となった患者本人が、その後の治療や過ごし方について自分の意思で選択すべきであるが、  

18     それについて相談料は必要でないと思う。医療従事者が柏餅を受け、患者や家族に安心を与え  

るのは当然と考える小医療費の上昇に繋がる相続料は認めたくない】   
19  75歳以上を限定にしているのは良くないと思う。やるなら全員を対象とすべきだと思う。   

20  考えたことがないから、本当のところよくわからない。難しい。   

後期高齢者終末期相鉄支援料、この相談支援料については知らなかった。この紙面で知って良  

2l     かったと思います。終末期医療であれば、年齢区分をする必要はないと思うし、200点の報酬も  

穿当と思う。ただ、高齢者が多くなる現未来に保険制度の運営が成り克つのかとも思います。   

医療従事者が患者や家族に対し、話し合いを行い治探していくことIt当然の仕事だと思います．  

22     その内容を文書等に記録していくことも当然であると考えます。従って、相談料を徴収するの  

は疑問が残ります。  
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間1】後期古齢寺格末期相l爽支援料についての意見   

20（）点がどの程度の金額になるのかわからないですが、病齢者の方にと／Jrわずかの金軌Pあ／）  

23     ても大変と思う人もいるだろう「ノ金のある人とない人での差が生じる匿吊、考慮する必要があ  

る 

禅定されろべきだと思う（．愚者t）医礁機関側車上史書にすることによって、誤解を後々ノトL．させ  

24     ることも最少にできるL、算定するこ之：によ′〕てよりiヒ当な話し／合い、耳姦作成をけ・■J とい  

う愚鈍を高めることに繋がると一甲、う。   

！1分や家族が終末期と診断されたなら、捜された時間を有音義に使うたす右耳川して才一ノ′二いと  

25     は思うu しかL、75歳以上と限定するのほどうかと思う：、l司L終末期坑75歳と74歳㌣受け三  

対応が違うのは遺憾である。ヰ）つと柔軟作が欲しい。   

医者に上／）て庸用されるかもLれない点についてほイこ安です尤二、十まで成瀬ってきたノブウに九  

2f）  分な最後を迎えてもらうのIi、今までij世話にな／）てきた私たちにとってあたり前だと黒い妄  

す私たち自身、掛珪の最後を知らされず、もっと色々したか′Jた心ア覚りがあり．もっと前∵  

鍾過説明されていれば良か／）たと一県うから   

どのように生活、すごすのかを犀角約ることにより、家族ヰノ本人も】安心すろところがある♂）で、  
27  

有料で‡，みんなにとって必要かとも思います。医帆 看護師の方ヰ，やりやすく／ごると配うし   

重い病等で終末をむかえることにあるのは高齢は多いと托思うが、若し、人に卓）あると別‾′J）で  

28     特に年齢で決めるべきではないと．記う‖ 托闇にほそれなり♂）手間暇が要るだろうと恩・jし′〕で 

支援料を導入するの（tやぶさかでほないが、200点は多すぎると考えろ 

29   ・真面目な話し合い（ト旨通りの）に対価必要。・ただし、200点とはいくら（￥）。・T5才  

以F■でも必華ではないか 

診療報酬の点数2（抑点けいくらに／fるかわかりませんが、病人に魯神になりすぎない、1、■Jに、  

30     よた、医療機関の経営が苦しくならないようにお幣いします′．また、年齢は75才以l二こ－なべ∴  

若くとも必要だと思います、 

31  何らかの区別は必軋 同民への説明に気をつけるべきでLた   

32   

何も後期高齢者に限定することほないよ：問う【また、いまだに「磯潤ぃ」とい1ダ．称i川いる  

のヰ．壁間に思う。   

病気の内容等は専門知識が必蓉Fすか、 般的に私たちは解り壬せん 知る権利かあろ上聞い  

ます‖ そのことに支援料が支払われるのほ納得いかないり高い保険料等を支払／）ているに1J・  

かわらず、更に請兼されるのHやけり納得いかないIl   

34  75歳以上（7）理由が晩汗たいっ 終末期について、相談【Pきる刷上⊥い制度だと思う   

35  「欠席費の負担があるため、無料（個人負押）でやるペきです．，諺】齢百三ま叶金以外の収ん土iiと  

んどない 
隼令で終末期を扶ぜ）ろ〝＝ユJJかしいと購う帥歳でヰりL宣乙イ工人；王いてし．5り歳で〔：く′∴5人さ  

3h   いろ翻りでilr亡いだ7）J〕か  【   

間】1後期高lも青線末期相は支檀料についての意見   

人間は年々とっていても，いなくても、必ず死にl丘面する暗がきます。それが突然の場合は、本  

37  人む周囲も冷静になることが難しくどうしたいのか、どうすれば一番本人の生き方に沿ったや  
り万なのか決定するのが難い、と思います。終末期を迎える前に話し合いを充分に行い、それ  

に対してiEしい評価がされることを望みます。   

3S   

医師が判断した場合、医師や看護十、その他の医襟従事者が共同し、患者とその家族と鋸こ診  

察内容を含む終末期におけろ偉業について、十分な理解を得る為十分に話し合いたい。   

終末期に75歳以上という年齢が切られていることに疑問を感じます。若くてもきらんと相淡で  

39     きるのであれば、支援料が発生しても良いと思うし、またそうあるべきなのではないでしょう  

かr7   

4n   支援料の金額ヤ、椰絞内容等、当♯者となってみないとわからないことが多すぎて、アンケー  
卜に答えようがない。   

相談支援料が 回限りで200点と言うことほ、どのくらいの金額かもわからないし．治る見込  

みのない患者ほ見放されている感じもします。   

42   

すべての年令において、終末期相談ということが診察、治療の部分という佗置づけに′1ヱ′Jて  

（当然となること）、特別に相談料を支払わなくても良い形になればいいと思い圭す 

43  全く吾味のないものである 

私i13年二前に母を87才で、そLて′今年2月に父を92才で亡くしました。2人姑延命治療をしま  

せんでした。弟と相談してそう決めたのですが、あれで良かったのだろうかと長い間悩みまし  

44        た∩ 私自身は自分の延命治橋を望みませんが、75才以上の人の延命治療を国が望んでいないよ  

うに受け取れるので心が寒くなりました、，高齢者の扱が多くなったとはいえ、今さら何で…と  

いう感じです。   

45   200点がいくらになるか知らないりれど、何故したい人がいれば、ある程度‡；金は払うのし仕方  
が／亡いと一巴うl，   

16  ある程度の支援料を支払／）てでも、専門の医療従事者と十分に話し合いを行いたいと．幣うっ   

47   

病気についてやほり医師や看謙師に相談するからには、装療費の 一部と考えて支払われなけれ  

ば医者なんかやってられない∴とに繋がりかねないと一里います。   

18  75歳以トとした理由がわからない。また結局医師に決定を迫られるのではないか予   

ニの8力に母が末期ガンで亡くなりました。ド】宅で最後を迎え、静かに息を引き取りました。  

19  

最後まで本人（ま癌と知らせザ逝きまLた。本人を交えてというのは、その人その人によると思  

います。難しいことはわかりませんが、お金をもらうというのも何かよくわからないですが、 

治軌こ上って（絹聯な‡j飢iかかか乃PトスbYケースだと．堅います i  

50  年齢区分け必要たいと思います 

′ノ  
本・lせこご′叫二向りた拙筆で11′こいか糟ダJたほ，：′がいい説附こ建一ローj l  

そ〔／州巨牒け∵い〕て逢うカ・♀ノLれないのP確実（ごことは云えまサんが、その木上であった城 

合、肝きたくないことモノあると．児い．tす   
㈹’’‾’‾‾‾■‾－1 l  

▼80＿  

佃＝後榊齢棚糊相談支檀斜についての意見  「   

53   

て欲しい‖   

54   終末期ではないが、配い病気の人にも適用さjlたら良いと駅うリ 75歳以上■に限ら守、終末期♂J  

柄気の人にヰ）適用される制度ヰ）必要だと一円う  
l一）の医療機関だけでほなく．セカンド：1ビニオンの様に別〃）酢紺矧閑も史跡跡）帝互、木可∵し  
終末期相談に関してグ）i＝旨に／Jいては全面的に賢成である話し合十ヰ持つこと、自）ナノ）病気  
や桔梗法を理解すること、家族もそれを■知ることし それをて禽にまとめること行必要1‾とた  

と．思うし、し′）かり自ク）グ）わく末を札／〉めるごとができる入朝履ことだとほ尉うが、耳れにた  

れる 
5（）  全く木野な制度だと思う、そこまで含腑ての医糠だと増・1   

57   

自i）がそういう状況になったJノ、ヤJょり全て〃）ことを知りたいと配し、t寸（亡（／rr、仁t痘畑土  

必要なのかヰ、しれない。   

58  隼齢は75才以上二と限らなくてb良いと果シ   

5り   

ぜ公的支援料が払われるかわからないく とてもあたり前膏∵と／ごので支援半射王子ご曹だし．早ヨわ   ．  
治る見込みが巧くな√）た暗け豪で静かにすごしノたい．全て本、1〝ケニとを言′Jて≠，rJい7二い、J 

1iO  わかり王せん0  少   しでヰ▲子供達に負担をかけたくないので、相談料とか取らないで欲しいと思い壬寸′                            臣   
末期患者と医師や看擢師との鰍i最後まで切かる卓，のでなし＼と．l．りいますので、丈碁笥り亜件カゝ  

ある、ないにかかわらザ、丈援料け支払われるペきだと思います 

ニのような支援があることを知らなかった〝）て、高齢者がいる′家庭と、ノてlユ参考にさ†Jて1（）rノ】  
62  

いたいと思う。   

63   収入は年金だけで、年令を医ねていくはど生瀬にかかる費用【．i増えてこモ．宣す、行命が1′ハ■れげ  

支援料ヰ）お支払いできるので托ないでし－上うか   

相談そのものは、医礫行為の1つだから料金がかかるり）こ1、1然たと′早！う、しかし、、lモだ」ガ命ア  

（り  ソプ〃1ため（？）と思われてい仁万がない今の延命措軌iかえ′1て開牌だと．隼ナつ 本人「ノ，）農政  

がなくゎった状態の時にど・‾）するかを前車，つて決めてi；くことが人事ごは／ハ、∴ゝ ニゾ〉∴との  

アンケート調査をしてはどうか 
65  支援料はIl」Jの九と如、てあるか、転院した場合Jiどうなノ）か 

66   

J）治増－を願いますr   

67   

説蝉はを読み理解できましたが、何故凍結された〃〕でし こ㍉卜∴H互いに負頼けあ／′てヰ、そ  

れは什方がないことだと駅うし．それによって救才）れる人（，多いと据え㌔J）で寸hが 

医師と患者本人が話し合いを持′）ニとけ人変貌穿であるご二Jt思いま－j しかしノながら、÷の木  

68  

為に対しノ、古今棟数を支払えと言1ニとについては蛭間を感∴ま1人甘け－1死（ハ最後‡‾1金で  

済まサるということに和し、も㌧ほ拙作ぐきヱせん 回限l㌧ヒHし、え、．裁1ビについて【l†王わし  

よ‘寸   
どうして対象者を決めてするのでしこうか（、あまりに‡J塞L一寸ぎ圭す 年・合間係なく、梢杯           ノ  

69   

りがたいと照∴  どのく上しLげ）金額か掛エゝるげ）かわカIJノない「／）てすか、高額／ご村右決草＋に㌻工ろ、L′り亡レ∴立板Jま磨  

間＝】後期ホ齢手絡末期相談支援料についての意見   

相談支援を家族・スタッフと共にけ′〕たから「次へ進んでください」という公的証明霹のよう  
70     な内容と思います。【次」が整備されてないのに、報酬、支払いをあらわにするのは∫jかしい  

と倍．います 

高齢者でたい者の場合け相談できないのか…む相淡料としてお金のl制謝が≠じるのはどうなの  

71  

†、安を感じる気がする∪  

75才以上といナ隼令に限定すること【iJ；かしいと思うい 高齢積でも元気な万卑）いれは、苦年令  

リ）万でモユ病弱なノバハ、ます♂〕で、後期高齢者だけが全て終末期をむかえるとも思えません。ケ  

ー【スパイケー十スで患者が希望した腸合には、医師や有識師は親身に相談にのってくれる即がネ  

当の医療でほないのでしょうか   
73  この程度の金額ならどちらで†ノ 

71   澗Inで理想を書いたが（医は仁術、人助けの分野だから、俗物にならないで欲しい）、相談支  

遁世はやむを得ないでしょう【   

75   相鉄、話し合し、1L あくまでも治療の延長上にあるべきものだと．呪うので、改めてそのための  

費用が生じるのけ納得できない 
どうして胤齢苗だけなのか？終末期の愚者にとっては必要なことだと思うリ 2批点こ20qOlり？  

76  
要すぎでは？   

77  和談支援世の支払いはやむを得ないと思うが、なぜ75才以上を対象とするのか不明p   

78   来期を迎えるにあたり、医療関係者と印淡をし、苦痛を軽減し、自己を受け入れられる覚悟を  

できるのl、tとても良いことだと思う（，   

79   まだ実際のところ難しく、そうすぐ結論が川る閉脚ではない気がいたします。本人がノレしPIJ  

ためになる様なことであればいいと．問、いますJ   

HO  よくわかりません‘   

2来者として相談されたことに対して1i、答えるのは†当然だと思う。何でも料金を払わなけれげ  

ならない社会にイこ満を感じます 
ボ2  お年二者りからお金取りすぎでほ 

机   
隼齢的にヰJ妥当だし、診察をうける際モJ先生等に病状を説明するのも、言葉をかえして話すの  

ら初診料として支払っている状態なので、問越も音義もありません。   

1十  高齢者の金銭負担を増やすべきでほないと思う。   

金額が負柑こならなそうなので仕方力いのでけ・・。ただ、他の医療費子）かか／jたLなので、な  

S5  るぺく少額！！   

8月   治る見込みのない状況バ、今まで医師から家族またけ本人に伝えていた⊥うに思います。それ  

でいいと射います】了5才以卜の〃から何故料金などとるのでしょう・■・り   

十丁  地力■F‘】治体が支払うぷんには特に閤辟ないが、個人的負掛i好ましくないむ   

RR   病状の変化∴過ごしん等についての話し斜、は、重要なことだと思う（生きている限り）。相  

談支援担t．必要な償であオ1圭‖L万なし、と用う 

ー82－   



間t一 機期高♯書終末期相談支檀斜についての鷺見   

後期高齢者になって死を持っている人には必要がない上に、同じく関係者の食掛ナのみと剛、  
104  

ます∴矧軋   
相談支援料が必要なのは仕方ないと思います。もっと元気な診礫に掛からなくてい、い老人を   

】05  

上06  健康管理するのに良いと思うく．   

子供と後期高齢者にはどんな時でも医療費負掛土ない方向で対策してほしいので、望ましくな  
川7  

いです。   

108  よくわかりません（充分に理解できません）む   

支援するのはいいと′甲．うが、年齢を75歳以上と決めず、定年をむかえこれから仕事がない方も  

10g  いつ病気になるかわからないので、末期の方で家族も収入がない方には支援するべきだと思う。   

終末期相顔とは、後期高齢者だけのことではないと思います。年齢が若くても病によっては当  

110     然終末期をむかえることだってありえる訳ですから、年齢にこだわらなかった方が良かったよ  

うに思いますり   
高齢者の負掛こなるのはどうかと思う。   

後期高齢者終末期という呼び方に納得がいかない。相談支援料支払いをするのはいいが、75才  
112  

になっていなくても終末期の人はたくさんいるはずで、年齢を決め付けるのはどうかと思う。   

こういう制度が新設されたことをしりませんでした．でし治療の希望などを話し合いで決定し  

113     て文書にしたら、支援料が発生するというのはどうかと思います。あと、とるにしても点数200  

点の設定は高いような気もします。   

“後期高齢者－■と言う名称はず成しかねるが、病鮒こなり医療を受ける場合ほ国民すべて平等  

114     でいいと患う。老人になったからといって、医療費を下げる必酎tないと思う。相談を受けた  

場合、その間は治療時間と同じだから支払われてい、いのではないだろうか。   

自分のことで、この先のことをなかなか考えられません。医師や看護臥その他の医療従事者  

115     の方が自分の意思や家族と共に話し合いがなされ、急変した場合の希望等、大切なことだと思  

います。私は75歳は妥当だと思っています。   

116  愚者にとっても家族にとっても、これからの対処カを知っておくべきだと思う。   

117   

病院存続の為には相談料を支払うのも仕方ないと思う反面、末期の患者に十分な理解を得られ  
るのかという疑問も残り、ケース′くイケースだと思う。   

75才以上が対饅とあるが、年齢区分は不要で、75歳以下にもこの制度はあるのか不軌全年齢  
118  

に終末期がある。   

患者が病旬で死亡するのは、これまでにもあったことで、そのことについては医師から説明が  

119  

あった。何も文書にして残す必要があるのかは疑問だ。難しいことを書かれても、言われても、  

素人牒者と家族）には理解できないだろう．息者は医師に全てを重ねているペきで、委ねら  

れないなら信じられる医師を選べば良いっ結果に対して苦情を持ち出すのは無責任すぎる。   

75才というとピンときませんが、おばあちゃんや、おじいちやんのことを考えてみたら、ニの  

120     牛くらいなので相談できることはとてもいいと思っています。とても不安が多くあると思うの  

で、相談ができるという、1つの言葉でもあると適うと思います。   

間11後期高齢書終末期相談支檀料についての豪農   

医師が患者に対し、治療力針を説明するのはあたり前のことなのだから、わざわざ「後期高齢  

者終末期相談支援料」を設ける必要がないと偲う。そんなことを設けなくても治療方針や見込  

まれる変化、過ごし方等の相故には病院が対応すべき。年齢も決めるペきではないと思う。支  
89  

援料を負担しなけれほならないとするならば、公的保険の適用をさせるペきで、患者負担額服  

できるだけ安くすべき。「そんなに高い負担額なら、文事は結構です」と愚者がいうことのな  

いような負担額にしてください。   

後期高齢者だけを対乳こするのは、おかしいと思う。文書にしてあれば話し合いに参加できな  
90  

かった家族も理解できていいと思う。   

91  私は年齢はあまり関係ないと思う。健康管理をよく考えて実行している高齢者は元気だから。   

家族との打合せであって、息着との希望になければ支払いは必要はないと思います。医者の強  
92  

い希望が患者を支援してくならば良いと思う．   

93  支援料について、支払うことについて反対です凸   

94   

医療行為上当然の情報開示であり、顧客である患者とのサービスの提供、ニーズのヒアリング  

は医療行為のうちに含まれるペき。   

たとえ重い病気、治る見込みがないとしても、死に至る王での間どのようにすごし、少しでt）  

長い時間家僕と勘こいたいと思うは自然です。私も病気の経験者ですので、文書にしておかな  
95  いと本人も体調がよくないので忘れたり、記憶違いが生じてくることを知っています。なるべ  

く痛みの少ない治療法など、手をつくしてあたってほしいと思います。   

より良い治療を…とも思ったけど、上記と同じ理由で制度自体いらないと思う。料金が発生す  
96  

ると、そこからまた差別とか出てくると思うし、また新しい間錮がでてくると思うから¢   

支援料が一回限りであれば、話し合いは何度行っても良いとのことなので、よろしいのではな  
97  

い‾Pしょうか．   

2年前に父を亡くし、先生に絆しい祝明を受けて死に対する覚悟ができました。目前にそのよう  

98     な話があるということは良いことだと思います。相談支援料を払っても良いと思うし、払わな  

くても良いと思うとこもあり、ハツキリいってわかりません。   

年寄りを抱えていたから、日に見えないお金が出ました（中元、歳暮、看護婦への差し入れな  
99  

ど）。大半の人がそうだと思います。もういい加減にしてくれという気がする。   

後期高齢者医療保険料を日々支払っているので、できればそこから患者側から支払う診療科を  

100     まかなってほしいです、といいながらレ隋院で診察や治療を受けた鴇含、すべて請求されるま  

まに全額払ってきているので、そういう取り決めになれば払わぎるを待ない。   

患者と家族が医師のアドバイスを受け、納得のいく治療が受けやすくなると思う。医師に遠慮  
101  

なく言いたいこと、聞きたいことが話し合えると思う。   

102  大変良いことと思う。   

患者に対して、医師は数も少なく忙しい為、話し合うのは大変だと思う。なので、基本はアン  

103     ケートや文通のような物でやり取りした方がいいと思う。もし話し合いの必要がある患者があ  

れば、行うといった形がいいと思う。   

＿Sユー  

間11後期古齢手絡末期相談支檀料についての走見   

医療機関が提供したことに対する報酬を受け取れることも、後期高齢者が過度な金践的負担を  

ト12     負わないようにすることも大事だと患うので、双方が満たされる支援料が支払われるべきであ  

る。   

後期高齢者の部分にのみ反対ですn後期でなくても、前期でも良いと思います。さらに年齢に  

14：‡     よる区分は必要ないと思います。病に対する専門家の医師や看護師から情報が欲しいと思う．  

今私は88歳で、夫や子供達のことを考えると、この制度はあっても良いと思います。   

t4／l  若い世代にも電病な人はいるのに、年齢制限をかけてしまうのはどうなのか？と思います。   

75才以上に区切るのは好ましくない（なぜ75才以上を後期高齢者としたのか、理解できない、  

145     高齢者といっても個人差がおおきい）。医師不駐の現状では、無風何度でも内容を変更した  

りすることは無理。   

高齢になると体の痛いところが増えて、幾人bの医者にかかります。医療費が払っていけない  
146  

からです。   

よくわからないです‾が、支援するだけでなぜお金が発生するのか・・・．助かる見込みがないのに、  
147  

お金を支払うなんて馬鹿馬鹿しい。   

148  凍結措置のままで良いと思います。   

75才以上になった高齢者が、自分で判断できる状態だといいのですが、認知症等の疾患のある  

l／19     方だと自分の判断しにくい状態の方は家族や親族がするのでしょうか？相談支援料の負担がど  

のくらいなのか、年金′E活着にとっては負担が大きいのは厳しいと思われます。   

老人の行き場がない状乱入院しても状態が良い方向になっていなくて、入院期間が長くなれ  

150     ば退院しなくてはならない。国の方針。家では介護無理な場合多く、話し合ってもなかなか難  

しい。これからの高齢社会が続くと患うので心配です。   

十分な話し合いを行い、それを文章で提供することで、より日常の生活を少しでも過ごしやす  

151     くできることがあると思うので、良いと思います。ただ、支援料が発生することで、患者の負  

担も増えるので、全て良いとは言い切れないと患います。   

相談料を払った彼の相談を親身になってくれるか心軋回数を龍ねる度に嫌がられたり、面倒  
152  

くさいと対1㌫されるかなと思う。   

153  不勉強にて、しらなかった。   

終末期であっても診療内容を家族、及び介護者がよく理解し、少しでも安らかに過ごすことが  
154  できるためにも必要なこと、医師看謙師とのコミコ∴＝ケーションが大切だと思う。   

155   

今まで特に考えたことがなかったし、内容l，よく知らなかった。参考の部分を読んだだけです  

が、あってい、いと思います。   

私の時代にもこの制度があるとしたら、話し合いや文事にして欲しい気持ちはあるものの、相  
156  

淡料の負担が大きいと考えるかもしれません。   

文章は美しく感じられますが、その中にあるもの、奥深いものが感じられます。生を受けて生  

157     きてきた方々は皆美しく、楽しく生きぬき、旅立ちたいと思います。この制度はなにか不安を  

感じますし   
158  年齢区分は必要ないと思うし、低所得の方を優先する形が好ましい。  

問11後期高齢者終兼期相談支援料についての意見   

121  しっかりした制度をつくり、確実に実行された方が周臥本人にとってもよいと思う。   

後期高齢者（75才以上）に限定するペきではないと思います。年齢に関係なく、いつそのよう  

122     な状況になるかわからないのに・・▲。そのような状況になった場合、みんなが制度を利用できる  

と良いと思います。   

123  相談は何度でもしたいが、支援料が必要である理由が納得できない。   

75才以上という年齢に限定されることに違和感を持った。年齢区分にこだわることなく、末期  
124  

患者のケアを十分行って欲しい。その結果の支援料は良いと思う．   

12S  後期高齢者に限る必要はないと思います。なぜ後期高齢者だけなのか疑問です。   

126  何のためかわからない。   

127  後期高齢者75才以上の方を区分するのはおかしいと患う。年齢に関係ないと患う。   

悪用されることはないか。経済的に苦しい人に影響が出ないか少し心配です。費用は必要だと  
128  

思いますが・・・。   

129  相談支援料が支払われなければいけないこと自体がわからない。   

相談料は医療費の一部だと一削、ます。特別に支払うのはどうかな？75才以上という区切りも必  
130  

要ないと思います。   

1Jl  収入があまりない方には支援してあげた方がいいと思います。   

132  いらないと思う。   

このような制度を初めて知りました白文書等に記録してもらうことは良いことだと思う。200点  
133  

くらいでしたら良いと思います。   

134   

とても良い制度だと患います。話し合うことにより理解もできるし、それを文事に残しておく  

ことは重要で、保障をしてくれるのは望ましいからです。   

人の病気を発見し、それに伴った判断をし治模するのが医師の傍めであり、診療費が払われる  

135  
のはおかしいと思う。また、支払いするとなれば、患者の負担も多少なりとも変わってくると  

思う。そんな支払いがなければ、医師は適切な指導ができないのかと逆に何のために支払われ  

ているのか曝間です。   

136  厚生省の説明が不充分、国民に不安を与えることは避けて欲しい。   

後期高齢者だけに、なぜこの様な制度ができたのか私には理解できません。75才以上、以下と  
137  

区分すること自体おかしいのではないでしょうか。   

1：雷8  支援料の200点がいくらの料金になるのかわからない？年齢区分は必要ないと思う。   

実附こ相談したことがなく、その時にならないとわからないのですが、高齢になった親の介護  

139     のことを考えると諦し合うのはいいことだと思います。どんだけ金額がかかるかわからないの  

は不安ですが、無理な延命はさけたいと思うので。   

140   

文理科の支払い有無とかよりも、本人に対して正しい相談をきちんと受けることができるよう  

にして欲しい。75歳以上とか後期高齢者とか区分はしない方が良いと思う。   

医師の患者や家族に対する態度や対応によって違ってくると思う。説明を払机、て腹が立ったり  
14l  

悔しい思いをしたことが多々あったので。   
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